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「
街
道
の
歴
史
と
祭
の
活
気
」
が
融
合
し
た

　
　
　
　
　
　
　
道
中
長
持
ち
の
歴
史
的
風
致

　

長
持
ち
は
本
来
衣
類
や

調
度
品
な
ど
を
入
れ
て
運

搬
し
た
り
、
保
存
し
た
り

す
る
箱
で
し
た
が
、
神
社

の
上
棟
式
な
ど
に
餅
や
供

物
を
入
れ
て
運
搬
し
た
の

を
神
事
長
持
ち
、
嫁
入
り

に
使
わ
れ
た
の
が
婚
礼
長

持
ち
、
大
名
が
参
勤
交
代

の
道
中
で
運
搬
道
具
と
し
て
使
っ
た
の
が
道
中
長
持

ち
と
い
わ
れ
ま
す
。
現
在
は
団
体
な
ど
の
名
札
に
大

き
な
御
幣
、
お
か
め
の
面
な
ど
表
面
に
飾
り
立
て
た

長
持
ち
に
長
さ
八
〜
十
㍍
の
ヒ
ノ
キ
の
棹
を
通
し
て

担
ぎ
ま
す
。
衣
装
を
凝
ら
し
て
道
化
の
扮
装
を
し
た

り
し
て
目
立
つ
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
町
内
に
は

道
中
長
持
ち
の
伝
統
を
伝
え
る
団
体
が
二
十
三
あ
り
、

御
柱
祭
・
お
舟
祭
り
・
各
地
区
の
春
秋
の
祭
り
等
で
、

そ
の
所
作
と
長
持
ち
唄
を
披
露
す
る
「
振
り
込
み
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
調
子
が
良
く
、
威
勢
が
良
い
長
持

ち
の
振
り
込
み
は
、
粋
な
賑
わ
い
を
昼
夜
に
わ
た
っ

て
町
中
に
か
も
し
出
し
ま
す
。
江
戸
五
街
道
の
歴
史

を
伝
え
る
中
山
道
沿
線
や
下
諏
訪
宿
の
町
並
み
や
農

村
集
落
の
趣
を
残
す
景
観
を
背
景
に
、
伝
統
と
活
気

あ
ふ
れ
る
長
持
ち
道
中
が

威
勢
好
く
振
り
込
ま
れ
る

場
面
は
、
祭
り
に
向
け
た

期
待
と
高
揚
感
、
そ
し
て

参
加
の
喜
び
が
人
々
の
生

活
の
場
に
共
有
さ
れ
た
下

諏
訪
町
独
自
の
歴
史
的
風

致
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

「
江
戸
の
風
情
を
伝
え
る
衣
装
や
所
作
」
と

　
　
　
建
造
物
が
一
体
と
な
っ
た
歴
史
的
風
致

　

騎
馬
行
列
（
「
お
き
ば
」
と
呼
ば
れ
る
）
は
、
御

柱
祭
の
出
し
物
の
一
つ
で
将
軍
や
貴
人
、
大
名
の
護

衛
あ
る
い
は
祭
礼
警
護
の
武
者
行
列
か
ら
起
こ
り
、

そ
れ
が
形
式
化
し
て
「
御
柱
迎
え
」
の
奉
納
騎
馬
の

形
と
な
り
、
そ
れ
が
現
在
の
祭
礼
に
お
け
る
一
種
の

賑
物
（
に
ぎ
わ
い
も
の
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
区
の
騎
馬
と
第
三
区
の
騎
馬
は
、
昭
和
四
十

七
年
十
月
に
町
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
一
区
の
騎
馬
は
出
陣
騎
馬
と
呼
ば
れ
、
威
風
堂
々

出
陣
し
て
い
く
様
を
「
立
浪
型
」
の
上
下
の
動
き
で

力
強
く
士
気
を
鼓
舞
し
、
勇
ま
し
い
掛
け
声
で
表
現

し
ま
す

　

第
三
区
の
騎
馬
は
凱
旋
騎
馬
と
呼
ば
れ
、
第
一
区

騎
馬
に
比
べ
て
派
手
な
衣
装
で
、
戦
い
に
勝
っ
た
喜

び
と
遠
地
か
ら
里
に
戻
っ
た
喜
び
を
横
波
の
動
き
で

表
現
し
ま
す
。
行
列
が
入
っ
て
行
け
な
い
よ
う
な
小

路
で
も
、
曲
傘
と
草
履
取
り
の
ペ
ア
が
ま
ん
べ
ん
な

く
回
っ
て
披
露
し
ま
す
。
騎
馬
行
列
の
本
隊
が
騎
馬

の
殿
様
を
中
心
に
中
山
道
の
街
並
み
を
進
む
様
子
は

か
つ
て
の
武
者
行
列
を
想
像
さ
せ
ま
す
。

　

特
に
国
指
定
重
要
文
化
財
春
宮
と
秋
宮
の
門
前
で

披
露
さ
れ
る
振
り
込
み
は
、
江
戸
の
風
情
を
伝
え
る

衣
装
や
所
作
と
こ
れ
ら
建
造
物
が
一
体
と
な
っ
て
、

町
独
自
の
歴
史
的
風
致
を
象
徴
し
て
い
ま
す
。

●道中長持ちの歴史的風致

●騎馬行列（町無形文化財）の歴史的風致

□歴史及び伝統を反映した人々の活動

□歴史及び伝統を反映した人々の活動

　

「
早
春
と
盛
夏
」
の
季
節
の
節
目
に
み
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遷
座
祭
の
歴
史
的
風
致

　

諏
訪
大
社
下
社
は
、
春
宮
と
秋
宮
の
二
社
が
あ
り
、

半
年
ご
と
に
祭
神
の
御
霊
代
（
み
た
ま
し
ろ
）
を
秋

宮
か
ら
春
宮
へ
、
春
宮
か
ら
秋
宮
へ
と
遷
座
す
る
古

来
の
祭
祀
が
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

遷
座
の
行
列
は
、
春
に
は
秋
宮
の
弊
拝
殿
・
神
楽

殿
、
町
指
定
文
化
財
で
あ
る
下
馬
橋
を
通
り
、
春
宮

の
神
楽
殿
、
弊
拝
殿
か
ら
宝
殿
へ
、
夏
に
は
同
じ
行

程
を
戻
っ
て
秋
宮
へ
向
か
い
ま
す
。
こ
の
行
列
の
往

復
路
が
古
く
か
ら
「
三
角
八
丁
」
と
呼
ば
れ
、
古
く

か
ら
人
々
が
生
活
を
営
む
区
域
で
あ
り
、
遷
座
祭
や

お
舟
祭
り
の
際
に
は
、
通
り
沿
い
の
家
々
の
門
口
に

諏
訪
大
社
下
社
御
神
紋
の
御
旗
や
提
灯
が
掲
げ
ら
れ

御
神
霊
の
行
列
を
迎
え
ま
す
。

　

厳
か
な
雰
囲
気
の
祭
礼
の
行
列
が
進
行
す
る
様
子

と
活
気
あ
ふ
れ
る
柴
舟
が
曳
行
さ
れ
る
祭
礼
の
風
情

は
、
早
春
と
盛
夏
の
季
節
の
節
目
と
な
っ
て
、
私
た

ち
の
日
々
の
暮
ら
し
に
織
り
込
ま
れ
、
お
祭
り
を
迎

え
る
御
旗
や
提
灯
が
掲
げ
ら
れ
た
沿
道
の
趣
と
融
和

し
て
、
諏
訪
大
社
下
社
遷
座
祭
の
歴
史
的
風
致
を
形

成
し
て
い
ま
す
。

●下社遷座祭の歴史的風致 □活動が行われる歴史的建造物と周辺市街地
　

昔
懐
か
し
い
景
観
と
日
々
の
生
活
感
と

　
　
マ
ッ
チ
し
た
小
宮
祭
に
み
る
歴
史
的
風
致

　

七
年
に
一
度
の
御
柱
の
年
で
は
、
五
月
の
諏
訪
大

社
下
社
里
曳
き
祭
り
が
終
わ
る
と
、
各
地
区
の
小
宮

祭
が
行
わ
れ
ま
す
。
小
宮
祭
は
、
町
指
定
文
化
財
熊

野
神
社
本
殿
な
ど
の
ム
ラ
の
鎮
守
等
で
行
わ
れ
る
御

柱
祭
で
、
戦
後
盛
ん
に
な
り
町
内
の
ほ
と
ん
ど
の
集

落
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
お
祭
り
の
対
象
と
な
る
社
は
、

諏
訪
明
神
に
係
る
御
祭
神
に
限
ら
ず
、
地
域
の
氏
神

様
で
あ
っ
た
り
、
道
祖
神
で
あ
っ
た
り
お
祭
り
の
対

象
を
限
定
し
な
い
様
子
は
、
人
々
の
御
柱
に
対
す
る

情
熱
的
な
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

な
か
に
は
、
諏
訪
大
社
に
曳
き
建
て
ら
れ
た
御
柱

に
見
劣
り
し
な
い
太
い
柱
を
曳
き
建
て
る
小
宮
も
あ

り
、
地
域
集
落
が
主
体
と
な
る
ほ
か
に
も
、
学
校
や

会
社
組
織
が
主
体
と
な
っ
て
お
の
お
の
の
御
柱
の
行

事
が
催
さ
れ
、
御
柱
の
年
に
は
一
年
中
町
内
に
木
遣

り
唄
が
響
き
、
道
中
長
持
ち
、
御
神
輿
、
笠
踊
り
な

ど
の
神
賑
わ
い
と
い
わ
れ
る
出
し
物
が
集
落
内
に
繰

り
出
し
ま
す
。
ま
た
、
小
宮
祭
は
三
〜
十
五
軒
の
同

族
の
集
ま
り
で
あ
る
マ
キ
に
お
い
て
も
町
内
各
所
で

開
催
さ
れ
、
諏
訪
大
社
の
祭
事
に
な
ら
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
曳
行
す
る
小
さ
な
御
柱
が
、
親
戚
の
年
配

者
に
先
達
さ
れ
な
が
ら
マ
キ
の
小
さ
な
祠
（
ほ
こ

ら
）
に
曳
き
建
て
ら
れ
る
風
景
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

御
柱
祭
小
宮
祭
が
行
わ
れ

る
鎮
守
や
マ
キ
の
祠
の
景
観

は
暮
ら
し
の
風
景
の
一
部
で

あ
り
、
地
域
の
人
々
の
生
活

を
象
徴
し
て
お
り
、
小
宮
祭

の
賑
わ
い
が
一
体
と
な
っ
て

歴
史
的
風
致
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

●小宮祭の歴史的風致 □活動が行われる歴史的建造物と周辺市街地

〈
町
の
取
り
組
み
〉

■
文
化
財
の
保
存
と
公
開

　

町
は
、
旧
中
山
道
の
沿
線
に
お
い
て
、

宿
場
町
の
風
情
の
残
る
二
棟
の
建
物
の
復

元
と
公
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
歴
史
民

俗
資
料
館
」
は
、
明
治
初
期
に
建
て
ら
れ
た
建
造
物
で
、
江
戸
時

代
の
宿
場
の
町
屋
の
特
徴
を
残
し
、
下
諏
訪
宿
の
民
俗
を
伝
え
る

品
々
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
「
今
井
邦
子
文
学
館
」
は
、
歌
人
今

井
邦
子
が
暮
ら
し
た
往
時
の
家
屋
を
復
元
し
た
も
の
で
、
今
井
邦

子
の
足
跡
を
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
町
で
は
、
江
戸

末
期
建
築
の
「
伏
見
屋
邸
」
の
復
元
修
理
を
行
い
、
公
開
と
民
公

協
働
に
よ
る
活
用
を
図
り
ま
す
。

■
下
諏
訪
町
観
光
振
興
条
例

　

歴
史
的
街
並
み
復
元
に
向
け
て
、
町
観
光
振
興
条
例
に
よ
り
フ

ァ
サ
ー
ド
を
町
屋
建
築
様
式
等
の
建
築
意
匠
に
復
元
す
る
事
業
に

対
し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
下
諏
訪
町
街
か
ど
博
物
館
事
業
補
助
金
交
付
要
綱

　

町
内
に
お
い
て
、
町
を
象
徴
す
る
産
業
、
文
化
、
歴
史
に
関
連

し
た
産
物
、
機
械
道
具
、
生
活
用
品
、
文
献
及
び
資
料
等
を
展
示

し
、
一
般
公
開
す
る
施
設
に
つ
い
て
展
示
施
設
整
備
に
要
す
る
費

用
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

〈
住
民
の
取
り
組
み
〉

■
「
ぶ
ら
り 

し
も
す
わ 

三
角
八
丁
！
」

　

町
内
の
各
種
団
体
、
企
業
、
個
人
が
連
携
し
て
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
で
平
成
十
六
年
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
「
三
角
八
丁
」
と

は
中
山
道
に
沿
っ
て
秋
宮
と
春
宮
を
結
ぶ
三
角
形
の
古
い
呼
び
名

で
、
御
柱
と
お
舟
の
曳
行
コ
ー
ス
で
も
あ
り
ま
す
。

■
「
歩
き
た
い
し
も
す
わ 

九
十
九
分
の
ま
ち
あ
る
き
」

　

三
角
八
丁
の
エ
リ
ア
を
中
心
に
、
町
観
光
協
会
が
散
策
コ
ー
ス

を
設
定
し
、
歴
史
的
建
造
物
な
ど
を
巡
り
歩
い
て
楽
し
ん
で
も
ら

い
ま
す
。

■
下
諏
訪
建
築
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

　

歴
史
的
風
致
の
維
持
向
上
の
た
め
、
築
百
三
十
年
の
「
伏
見
屋

邸
」
の
有
効
活
用
を
民
公
協
働
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

下
諏
訪
町
の
歴
史
的
風
致
に

　
　
　
　
　
関
す
る
取
り
組
み

下
諏
訪
町
の
歴
史
的
風
致
に

　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
課
題

■
文
化
財
を
は
じ
め
と
し
た

　
　
歴
史
的
建
造
物
の
保
存
整
備

　

文
化
財
な
ど
の
歴
史
的
建
造
物
の
所

有
者
も
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る
後
継
者
不
足
で
建
造
物
の
修

理
や
継
続
的
な
維
持
管
理
に
支
障
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。

■
歴
史
的
街
並
み
景
観
の
保
全
及
び
良
好
な
景
観
形
成

　

歴
史
的
な
街
並
み
が
残
る
旧
中
心
市
街
地
に
お
い
て
は
、
高
齢

者
世
帯
や
空
き
家
が
増
加
し
、
街
道
沿
い
と
下
諏
訪
宿
の
歴
史
的

街
並
み
の
維
持
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
お
り
、
現
存
す
る
歴
史

的
建
造
物
の
保
存
と
街
並
み
景
観
の
保
全
な
ど
が
課
題
で
す
。

■
祭
礼
な
ど
の
伝
統
文
化
の
伝
承

　

千
二
百
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
御
柱

祭
の
活
気
気
あ
ふ
れ
る
伝
統
文
化
は
人
か
ら
人
へ
体
験
的
に
伝
承

す
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
祭
礼
の
主
体
と
な
っ
て
い
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
も
、
後
継
者
と
資
金
の
不
足
に
よ

り
そ
の
伝
統
文
化
の
伝
承
が
困
難
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
住
民
主
体
の
歴
史
を
視
点
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
活
動

　

下
諏
訪
宿
地
区
で
は
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
が
発
足
し
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
財
を
活
か
し
た
ま
ち
お

こ
し
活
動
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
活
動
も
始
ま
っ
て

い
る
が
更
に
全
町
的
に
活
動
す
る
住
民
組
織
の
設
立
が
望
ま
れ
ま

す
。


